
 

 

 

 

 

 

一般的に服用した薬は主に小腸から体内へ吸収され、血液の流れに 

乗って肝臓、さらに心臓を経て全身へと送られ効果を発揮します。 

その間、薬は小腸や肝臓で薬物代謝酵素により、代謝・分解されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ働きをもつ薬でも、飲み物と相互作用をおこす薬とおこさない薬があり、相互作用を起こす組み合わせ

は多種多様です。ここではいくつかの例を取り挙げ、ご紹介します。 

 

 

『グレープフルーツジュース』と『一部の高脂血症の薬/一部の高血圧・狭心症の薬/一部の睡眠薬など』 

  グレープフルーツに含まれる特有の成分が、小腸の薬物代謝酵素の働きを妨害する事により、 

薬の代謝が遅れ、血液中の薬物濃度が異常に上昇して、薬が効きすぎる事がある。 

 

 

『牛乳』と『一部の抗菌薬』 

  牛乳に含まれるカルシウムが薬と結合し、消化管からの薬の吸収を低下させる為、効果が弱まる事がある。 

『牛乳』と『一部の抗真菌薬』 

  一部の抗真菌薬は脂肪分によく溶ける性質があり、消化管からの吸収が促進され薬が効きすぎる事がある。 

『牛乳』と『腸で溶けるタイプの便秘薬』 

  通常、胃の中は酸性に保たれているが、牛乳を飲むと一時的に大腸内と同じ中性になる。 

  この為、本来胃では溶けず腸で溶けるはずの薬が胃の中で溶けだし、その成分で胃が荒れたり、 

  腸からの吸収が遅れて効果が弱まる事がある。 

『炭酸飲料』と『一部の解熱鎮痛剤』 

  炭酸飲料は、炭酸ガスにより飲み物自体が酸性になっている。この為、酸性の状態で消化管からの吸収が低

下する性質のある一部の解熱鎮痛剤と一緒に飲むと血液中の薬物濃度が低下し、効果が弱まる事がある。 
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薬と飲み物の相互作用は、主に「飲み物に含ま

れている成分」が、「小腸での薬の吸収」や

「薬物代謝酵素の働き」に、なんらかの影響を 

与えるために起きると考えられています！ 

 

薬と飲み物の飲み合わせについて 

 

 ★薬が効果を発揮するまでの過程 

 

①薬物代謝酵素への影響が原因の相互作用 

 

②薬の吸収への影響などが原因の相互作用 

 

参照：第一三共株式会社「気をつけたい薬と飲み物の飲み合わせ」リーフレット 

株式会社 寺田薬局 

※一人一人の体質や体調に左右される事もあり、誰にでも一様に起こるわけではありません。 

※自己判断で薬の服用を中止する事は危険です、医師・薬剤師の指示に従い正しく服用する事が大切です。 

 

薬は、水やぬるま湯で服用することが理想的と言われています。 

水以外の飲み物と薬を一緒に飲んだ場合、飲み合わせによっては相互作用が起こって 

薬の効き目が左右されたり、副作用が発現しやすくなるなどの影響が出るからです。 

 

★薬と飲み物の相互作用 

 


